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インターバンクの声 （2015 年 6 月 15 日） 
 

先週、黒田日銀総裁の発言で１２４円台から１２２円台中盤へ２円ほどドル

が下落した円相場は、それ以降、堅調な米小売売上高の発表直後に一度だけ

１２４円台を回復させる場面があったが、どうも１２４円の上値が重くなっ

ている。週末のニューヨーク市場でも、序盤に発表された米生産者物価指数

とミシガン大学消費者信頼感指数がともに市場予想を上回ったにも関わらず、

ドル買いに勢いが付くことはなく、むしろミシガンの１年と５年先の期待イ

ンフレ率が先月の２．８％から２．７％に低下したことや、ダウ平均の下落

幅の広がり、米長期金利の下落などが重なった影響を受けて、１２３円台前

半まで押し下げられてしまった。今週は注目の米連邦公開市場委員会（FOMC）

の決定が東京時間木曜日の未明にあるが、その前に最近の市場が結構神経質

になっている住宅関連指標の発表などもあり、FOMC発表前の水準を僅かなが

らでもドル高になるのかドル安になるのかへの影響はありそうだ。今日は週

末ダウ平均が１４０ドルほど下げて終えていることもあり、日経も連鎖的に

下げるようだと、ドル円の上値がますます重く感じられるかも知れない。 
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